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研究成果概要 
 極高エネルギー宇宙線による空気シャワー中の粒子の

粒子種別の到来時間分布を求めるための目的で検出器

の開発をおこなっている。 

平成２６年度は以下の項目の開発を行った 

【中央レーザー施設内へのデータ収集施設の設置】 

 ２５年度に設置した試作検出器は、ＴＡ地表アレイの

一部として検出器は稼働している。 コンクリートを遮

蔽として用いる検出器のために 80㎡×1,2m厚のコンク

リートシールドの設置が行われた。図 1に作成されたコ

ンクリート遮蔽の写真を示す。 

一方、新たに、データ収集施設 を中央レーザー施設

内に構築する予定は現在遅れて進行中である。新たに

北Ａｕｇｅｒ準備実験で使用していた検出器が追加

され稼働した。 

 

【面積拡張のための検出器Ｒ＆Ｄ】 

より安価に検出器を製作するために Ｒ＆Ｄを行

っている。これまでの製作で、シンチレータからの読

み出しに用いる波長変換ファイバーの配置を工夫し、

検出器の応答の一様性を保ったまま、30%程少ない量

に抑える事ができている。量子効率の高いＰＭＴを用

いる事でもシンチレータとファイバーの量を節約で

きることから、今年度は明野観測所にあるファイバー

検出器のテストベンチを用いて、浜松ホトニクス提供

の光電子増倍管（R8619-Mod）をＴＡ地表検出器で用

いている ETL9124SA と比較した。結果、波長変換ファイバーの波長帯において 1Mip 相当の

Energy deposit に対して、ETL がＴＡＳＤ平均で 24pe であるのに対して、サンプルとして

供給されてた R8619 は 40pe 以上の出力を示し、量子変換効率が 1.7 倍程度向上している結果

を得た。比較するＰＭＴの本数を増やして最終的な結論とするために現在浜松ホトニクスで

 
図１ 2015 年３月に完成したコンクリート遮蔽 

 
図 2 設置された北 Auger 検出器（右） 



複数本の比較試験が行われている。 

筐体の低価格化を進めるために、平成 26 年度中にプラスチック溶接による筐体を一つ試作

する予定だったが、期間内に業者との打ち合わせを進める事ができなかった。 

【空気シャワー観測】 

 設置済検出器では継続して 1018.5- 1019eV の空気シャワーによる出力信号を収集している。

上下２層の読み出しを比較すると、通常のＴＡＳＤと異なる様相を示す。鉛５r.l を用いた吸

収層の効果が電磁成分の発達として見て取れる。図４に上下層間の電荷量の相関を通常のＴ

ＳＤのものと同時に示す。今後より多くのイベントを収集してモンテカルロシミュレーショ

ンとの比較を行う事で、電磁成分についてのモンテカルロの予測との比較が可能になる予定

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果発表】 

これらの検出器Ｒ＆Ｄの結果と、ＴＡサイトに試験設置された検出器からの空気シャワー観

測結果を 2014 年 10 月に行われた UHECR2014 の国際会議で報告した。 
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図３設置済の検出器で観測された空気シャワーの一次エ

ネルギー分布 

 
図５上下層間の信号量の相関。 
赤：鉛 5rl を挟んだ上下層間、 
青 : TASD 1mm sus 

 

図５北 Auger 検出器で取得された大気ミューオンによる 1mip 信号 


